


SaaS 連携で解決するデータと業務効率化の課題

クラウドサービスの普及により、企業のIT 環境は急速に多様化し、

複数のSaaS を組み合わせて業務を最適化するケースが増えています。

しかし、サービス間のデータ連携は容易ではなく、二重入力や情報分断による非効率が課題となる状況です。

本資料では、実際の企業事例をもとに、複雑化する SaaS 環境でどのようにデータ連携を実現し、

業務改善につなげたのかを具体的にご紹介します。
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業種 建設業（中堅）

連携システム SAP、 DWH 、 SFA、楽々明細

課題 基幹システムリプレイスにあたり、並行稼働が必要

各システムのデータ入力作業の自動化 44
1. 複数クラウドサービスとの連携環境を短期間で構築
複雑化する SaaS 環境のデータ連携ユースケース

新規SAP導入に伴い、旧システムとの機能整理と複数クラウドサービスとの短期間連携が課題となりました。データ連携ツールを活用し、
SAPと周辺システムを統合することで、複雑化した環境でも迅速かつ安定したデータ連携を実現しました。

データ連携基盤新顧客基盤

顧客基盤

基幹システム

SAP

SAP アダプタ

新商品DB

DWH

楽々明細

SFA

統合システム

共有サーバ

新ECサイト
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業種 鉄道・運輸業 大手

連携システム SAP S/4HANA 、人事システム、多数

課題 ERPパッケージの利用に伴うアドオン工数の増大
マルチベンダー化に伴い、ベンダー間のコミュニケーションが複雑化

各システムのデータ入力作業の自動化 55
2. 複数SaaS 環境でも連携を一元管理し、安定稼働とコスト削減
複雑化する SaaS 環境のデータ連携ユースケース

ERPパッケージのバージョンアップに伴い、アドオン開発やベンダー間調整の工数が増大する課題がありました。すべての連携インター
フェースをデータ連携ツール経由で統合し、複数の SaaS 環境でも一元管理による安定稼働とコスト削減を実現しました。

データ連携基盤
基幹システム

S
A

P
ア

ダ
プ

タ

SAP S/4HANA
クラウド

ファイル連携ファイル入出力
プログラム

参照系BAPI

更新系BAPI

❶受信機能

❹共通機能

ファイル受信

❸個別変換機能 55 連携

❷送信機能

SAP受信
(BAPI 呼出)

DB受信

ファイル送信

SAP送信
（ BAPI 呼出）

DB送信

ログ出力 通知 エラー処理

チェック部品 変換部品 ・・・

外部連携システム(一部)
(1) 会社間精算システム(Access)

(2) 地方税システム(クラウド)

(6) 業務関連情報システム(VB)

(5) 新規連携 マルチバンク接続サービス

(4) 品質情報システム(JAVA)

(10) 電子請求(クラウド)

(8) 電子決裁システム

(9) 保守修繕費管理システム(C#)

(11) 不動産管理システム(クラウド)

(7)WEB 社員システム(JAVA)

(12)Web 購買システム(クラウド)

(3) 人事システム(クラウド)
ファイル
連携

RDB
連携
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業種 アパレル業（中堅）

連携システム Salesforce 、 Snowflake 、 Google Big Query

課題 周辺システムが複雑化し内製化が出来なかった
短期間で複数のクラウドサービスとの連携が必要

各システムのデータ入力作業の自動化 66
3. 複雑化するシステム環境を突破するSaaS 連携のスピード導入
複雑化する SaaS 環境のデータ連携ユースケース

複雑化した社内のシステムにより内製開発が困難な中、短期間で複数クラウドサービスとの連携が求められました。 JDBCドライバーを活
用したデータ連携により、スピーディな導入と安定したクラウド連携を実現しました。

データ連携基盤

SFA/CRM

Salesfroce

S
alesfo

rce
ア
ダ
プ
タ

DWH

DataBase

JDBC

Dynamics 365

クラウドプラットフォーム

Google Big Query
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業種 建設業 大手

連携システム OBIC7 、 SAP Concur 、 Salesforce 、 Box、 Excel

課題 各システムで仕訳データの形式が異なり、
手動でのデータエントリが必要で作業負荷がかかっていた

各システムのデータ入力作業の自動化 7

データ・ファイル取得

データ編集・マッピング

フォルダ有無確認・作成

仕訳
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S
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rce

ダ
プ
タ

ファイル保存・削除

SAP Concur

B
o
x

・E
xc

el

ア
ダ
プ
タ

プロジェクトコード

請求/立替

OBIC7

プロジェクトコード

請求/立替

仕訳

支払先マスタ

支払先マスタ

ファイル削除 ファイル保存

マスタ情報
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4. システム連携で実現する業務効率化と入力ミス削減
複雑化する SaaS 環境のデータ連携ユースケース

複数システム間でデータ形式が異なるため、手動入力による負荷とミスが課題でした。
ASTERIA Warp を活用し、システム連携によるデータ収集と入力自動化を実現し、作業効率と精度を大幅に向上しました。
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5. ERP リプレイスに代わり、 SaaS 連携で業務効率化を実現

業種 製造業（中堅）

連携システム SAP、 Salesforce 、 Tableau 、 ACMS(EDI) 、個別システム

課題 ERP切替を検討したがマッチする仕組みがなかった
SAP継続を検討するにあたり周辺システムとの連携が不可欠だった

データ連携基盤

修理管理システム
・サービス店様向け

SFA/CRM

Salesfroce

基幹システム

SAP
（ ECC）

S
alesfo

rce

ア
ダ
プ
タ

SAP アダプタ

購買発注システム
・仕入先様向けサイト

BI

Tableau

T
ableau

ア
ダ
プ
タ

HTTPS
(REST API)

ファイル
共有

見積発注システム
・パートナーポータル

ECサイト
・製品オンラインショップ

ACMS(EDI)
物流会社（お取引先各社）

パーツサイト
・補用部品検索

SSH
コマンド

JDBC

JDBC

JDBC

複雑化する SaaS 環境のデータ連携ユースケース

ERPリプレイスを検討するも、既存の SAPを継続しつつ複数クラウドサービスを導入する方針となりました。データ連携ツールを活用し、 SAP
と Salesforce など周辺システムを統合することで、二重入力を排除し、短期間で業務効率化とペーパーレス化を実現しました。
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業種 製造業 中堅

連携システム ProActive 、 Tableau 、 eSalesManeger 、 JP1

課題 ①開発業務の属人化により、担当者不在時の対応が困難
②事業成長に伴う業務量の増加に対し、現行体制では柔軟な対応が難しい状況
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データ連携基盤

個別変換機能

共通機能

送信機能

受信機能

ログ出力 エラー処理

チェック部品 変換部品

帳簿システム

楽楽明細

伝発名人

TransFax

BIシステム

Dr.Sum

中間DB

Tableau

周辺システム

楽楽精算

TOSS-SP

eValue  NS

活文

品質管理システム

Mercrius

SFA/CRM

eSalesManager

新基幹
システム

ProActiveE2

将来連携想定システム凡例

4. ツールを活用したSaaS 連携で開発工数を30 ％削減
複雑化する SaaS 環境のデータ連携ユースケース

クラウドとオンプレが混在する環境で、 ERPと複数システムの連携に属人化と拡張性不足の課題がありました。
ASTERIA Warp を活用し、データ連携における処理の共通部品化で再利用性の高い SaaS 連携基盤を構築し、開発工数を 30％削減。
柔軟な業務拡張に対応可能な体制を実現しました。
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ASTERIA Warp Partner Award

◆Partner of the Year 受賞（ 2015 ・ 2016 ・ 2019 ・ 2023 ・ 2026 ）
◆Excellent Partner 受賞（ 2013 ・ 2020 ・ 2021 ・ 2024 ・ 2025 ）
◆Project Award 受賞（ 2020 ・ 2021 ・ 2025 ）

弊社はASTERIA Warp マスターパートナーの内

ASTERIA Warp 販売実績 No.1

①独自テンプレート /標準ドキュメン ト
により開発期間の短縮

②豊富な支援メニューにより

お客様の内製化も合わせて支援

③実績・ノウハウがある SE にて

導入・開発・運用各フェーズでアドバイス

サービスをつなぐ ASTERIA Warp ＋パナソニック デジタル株式会社の独自の
EAI サービスによりお客様のデータ連携を支援致します

パナソニック デジタル株式会社は ASTERIA Warp のマスターパートナー

Copyright © Panasonic Digital Co., Ltd. ※「 ASTERIA Warp 」はアステリア株式会社の製品です
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お問い合わせはこちら

会社概要
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会社名 パナソニック デジタル株式会社

本社所在地 ■大阪
〒530 -0053 大阪市北区末広町2番40号 Panasonic XC OSAKA 
TEL ： 06-6906 -2801 （代表）

■東京
〒104 -0061 東京都中央区銀座8丁目21番1号
TEL： 03-5148 -5634 （代表）

代表取締役
社長執行役員

阿部 裕

設立年月日 1999 年2月22日

事業内容 情報サービス

資本金 1,040 百万円

関連会社 松下信息系統（上海）有限公司 お問い合わせはこちら

https://service.digital.panasonic.co.jp/contact?utm_source=whitepaper&utm_medium=whitepaper&utm_campaign=1
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